
授業計画

第１回　遺伝と育種 　　　　　　　 遺伝学発展と品種改良の歴史、農業生産への貢献
第２回　栽培植物の起源 　　　　 植物の栽培化、遺伝子中心説、遺伝的多様性
第３回　遺伝資源　　　　　 　　　 遺伝資源の収集と保存
第４回　細胞分裂と世代交代 　 体細胞分裂、減数分裂、染色体対合
第５回　染色体とゲノム 　　　　　 ゲノムの概念、染色体と倍数性、異数性
第６回　遺伝の理論　　　　　 　　遺伝の法則
第７回　遺伝子間の相互作用　 上位性、重複、補足、抑制遺伝子
第８回　細胞質遺伝　　　　　 　　細胞質遺伝と核外遺伝子、細胞質雄性不稔
第９回　突然変異　　 　　　  　　 突然変異誘発法とその利用
第10回　遺伝的固定 　 　 　　　 自殖における遺伝子・遺伝子型頻度
第11回　雑種強勢と近交弱勢　 近交係数、ハーディ・ワインベルグの法則
第12回　選抜と淘汰　　　　　 　　選抜、淘汰による遺伝子型頻度の変化
第13回　連鎖　　　　　　　　 　　　遺伝子の連鎖と遺伝子型頻度の変化
第14回　遺伝率　　　　　　　 　　 狭義・広義・実現遺伝率と表現型マーカー
第15回　遺伝と育種　　　　　　　 育種の理論と実際

筆記試験（論述式）。講義で解説した内容についての理解の程度を評価する。合わせて自分の言葉で自分の
考えを交えて説明できる能力を養うことが望まれる。

評価方法

本講義のために作成したテキストを配付テキスト

授業の到達目標
ゲノムと遺伝子の概念、遺伝のメカニズム、遺伝子間の相互作用によって現れる表現型と遺伝子型との関係な
ど、遺伝の基本を理解し、植物の遺伝的改良である育種に必要な選抜と遺伝率、連鎖との関連など育種の基
本原理を習得する。

授業概要

植物が栽培化され、さらに改良が加えられてさまざまな品種が育成されてきた。品種改良の学問である育種学の
基礎をなすゲノム、染色体、遺伝子発現、遺伝の法則などの遺伝の基礎理論を学ぶとともに、栽培植物の起
源、遺伝子中心、遺伝的多様性、遺伝資源、細胞質遺伝の利用、突然変異の誘発、選抜と固定、連鎖と遺
伝子型頻度、遺伝率など、遺伝と育種の基礎理論を解説する。
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